
■「秋葉原」における言表と身体の相互介入モデル 
戦後電気製品の闇市だった秋葉原周辺と高度経済成 における言表との 連図 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           
                   

言表 
集団的アレンジメント 

身体 
機械状アレンジメント 

闇市の形成 

アメリカの庇護下、 

動力因を強力に稼動。 

復興から国土開発

復興のための暫定的動力 

政府 

銀行 企業 

｢天皇ご一家｣ 

1989年  
バブル崩壊 

1995年 
windows95（ネットの普及） 

・線路網の結節点 
・東京電気大 
・京浜工業地帯 

60~70年代  
高度経済成長 

マイホームブ

戦後 東西冷戦構造 1989年  
ベルリンの壁の崩壊 

1991年  
ソ連崩壊、冷戦終結 

葉原誕生 
製品の量

販基地 

原のハイパー化 

1980年代 
大量消費社会 

1989年 
天皇崩御 

企業による日本製品の 

排他的な保護管理(囲い込み) 

郊外型量販店の誕生 
(ライバル) 

生き残りを賭けて 
「オタク」化？？ 

メイド・イン・ジャパン（家電→パソコン→アニメーション？） 

動力因の疲弊、破綻 
（構造改革？？） 

55年 動力因の固定化→80年代 土地・株価  

国境の揺らぎ（統合と分裂） 

「豊かさ 化 

「優秀なメイド・イン・ジャパン」を

自己讃美的に可視化・スペクタクル化 

流通構造の変化 

都市 備公団、2ＬＤＫ開発 

核家 のモデル化（小津・東京物

パソコンの需要増加にともない建物の立面

に窓の少ない閉鎖的な表情になる 

‘71 変動相場制 ‘85 プラザ合意 「‘42戦時体制」 
軍部の支援のために国民

＝生産力として直結（全体

に奉仕する 分）。戦後は

勝利のためではなく、復興

のためとス ーガンは変

わるが図式は変わらない。 
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